
麗澤大学学則 

制  定 昭和 34 年 4 月 1 日 

最近改正  令和 2 年 4 月 1 日 

第 1 章 総則 

(目的)  

第 1 条 麗澤大学は、廣池千九郎の教学の精神に基づき、教育基本法(平成 18 年法律第 120 号)に則り

大学教育を通じて世界の平和と人類の幸福の実現に貢献するため、この学則の定めるところによっ

て研究・教授を行い、円満な知徳と精深な学芸、特に世界的・国際的識見を備えた有能な人材を養

成することを目的とする。 

  

(自己点検・評価)  

第 1 条の 2 麗澤大学は、教育研究水準の向上をはかり、その目的及び社会的使命を達成するため、教

育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うことに努める。 

第 2 章 組織 

(学部・学科・定員)  

第 2 条 本学に外国語学部を置き、その学科並びに入学定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 入学定員 

外国語学部 外国語学科 880 名 220 名 

2 本学に、経済学部を置き、その学科並びに入学定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 入学定員 

経済学部 経済学科 440 名 110 名 

経営学科 440 名 110 名 

3 本学に国際学部を置き、その学科及び入学定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 入学定員 

国際学部 国際学科 320 名 80 名 

グローバルビジネス学科 320 名 80 名 

4 外国語学部は、多言語・多文化の共存を実現するための包括的な価値観を形成し、語学力・コミュ

ニケーション能力・多文化理解能力を備え、グローバル化に対応できる人材、すなわち国際的教養

人を育成することを目的とする。 

5 経済学部は、国際性と倫理性を備え国際社会に貢献し得る人材を育成するという理念のもとに、経

済学・経営学に関する基礎的専門力を備えた人材、すなわち国際公共人を育成することを目的とす

る。 

6 国際学部は、グローバル社会で生き抜くコミュニケーション能力と人間力を身につけ、地球規模で

生ずる様々な問題を把握し、それに対処していける人材、すなわち高い志と倫理観を備えたグロー

バルリーダーを育成することを目的とする。 

  

(大学院)  

第 2 条の 2 本学に、大学院を置く。 

2 大学院に関する規程は、別に定める。 

  

第 3 条 削除 

  

(附属機関)  



第 4 条 本学に附属機関を置く。 

2 附属機関に関する規程は、別に定める。 

  

(図書館)  

第 5 条 本学に、図書館を置く。 

2 図書館に関する規程は、別に定める。 

  

(事務局) 

第 5 条の 2 本学に、事務局を置く。 

2 事務局に関する規程は、別に定める。 

  

(組織等の設置) 

第 5 条の 3 第 2 条から前条までに定める組織のほか、学長が定めるところにより、その他の組織を

置くことができる。 

 

第 3 章 職員組織 

  

(学長)  

第 6 条 本学に、学長を置く。 

2 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

3 学長の任用に関する規程は、別に定める。 

  

(副学長) 

第 6 条の 2 必要に応じて、副学長を置くことができる。 

2 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

3 副学長の任用に関する規程は、別に定める。 

  

(学長補佐) 

第 6 条の 3 必要に応じて、学長補佐を置くことができる。 

2 学長補佐は、学長の企画及び立案を補助し、学長から特に指示された校務を遂行する。 

3 学長補佐の任用に関する規程は、別に定める。 

  

(教員)  

第 7 条 本学に、教授、准教授、助教、講師、助手を置く。 

2 教員は、次の各号に示す教育研究上の職務並びに大学運営上必要とする校務を任務とする。 

(1) 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実績を有

する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

(2) 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有す

る者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

(3) 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する者であって、

学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

(4) 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

(5) 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

3 教員の任用又は委嘱に関する規程は、別に定める。 

  

(学部長等)  



第 8 条 本学に、外国語学部長、経済学部長、国際学部長、言語教育研究科長、経済研究科長、学校

教育研究科長、図書館長及び附属機関の長(以下「学部長等」という。)を置く。 

2 学部長等の任用に関する規程は、別に定める。 

  

(職員)  

第 9 条 本学に、一般職、技能職の職員を置く。 

 

第 4 章 教授会・大学執行部会議・委員会 

  

(学部教授会)  

第 10 条 各学部に、学部教授会を置く。 

2 学部教授会は、学長が次の各号について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学、卒業に関する事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 前 2 号に規定するものの他、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要

なものとして学長が諮問する事項 

3 学部教授会は、前項に規定するものの他、学長及び学部長等がつかさどる教育研究に関する事項に

ついて審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

4 学部教授会は、学部長が招集し、その議長となる。学部長に支障のあるときは、あらかじめ指名さ

れた者が招集し、その議長となる。 

5 学部教授会は、専任の教授、准教授並びに学部教授会が必要と認めるその他の教員をもって構成す

る。 

6 学部教授会に関する規程は、別に定める。 

  

(大学執行部会議)  

第 11 条 本学に、学長が全学的重要事項について決定を行うに当たり意見を聴取するため、大学執行

部会議を置く。 

2 大学執行部会議において取り扱う事項は、次のとおりとする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 前 2 号に規定するものの他、教育研究に関する重要な事項で、学長が諮問する事項 

3 大学執行部会議は、学長が招集し、その議長となる。学長に支障のあるときは、副学長が招集し、

その議長となる。 

4 大学執行部会議の構成は、次のとおりとする。ただし、兼務する者がある場合は、その実数を減ず

る。 

学長 大学事務局長 

副学長 大学事務局の部長及び副部長 

学部長  

研究科長  

5 大学執行部会議に関する規程は、別に定める。 

  

第 12 条 削除 

  

(委員会)  

第 13 条 本学に、常設の委員会並びに臨時の委員会を置くことができる。 

2 委員会に関する規程は、別に定める。 

 



第 5 章 学年・学期・休業日 

  

(学年)  

第 14 条 学年は、4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。 

  

(学期)  

第 15 条 学年を次の 2 学期に分ける。 

(1) 第 1 学期 4 月 1 日から 9 月 19 日まで 

(2) 第 2 学期 9 月 20 日から翌年 3 月 31 日まで 

  

(休業日)  

第 16 条 授業の休業日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定する休日 

(3) 本学記念日 6 月 4 日 

(4) 夏季休暇 8 月 1 日から 9 月 19 日まで 

(5) 冬季休暇 12 月 20 日から翌年 1 月 9 日まで 

(6) 春季休暇 翌年 3 月 1 日から 3 月 31 日まで 

2 必要があるときは、学長は、前項の休業日を変更することがある。 

 

第 6 章 修業年限・在学年限 

  

(修業年限)  

第 17 条 学部の修業年限は、4 年とする。 

  

(在学年限)  

第 18 条 学生は、8 年を超えて在学することはできない。 

2 第 24 条及び第 31 条の規定により入学した者は、在学すべき年数の 2 倍に相当する年数を超えて在

学することはできない。 

 

第 7 章 入学 

  

(入学時期)  

第 19 条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、教育上支障がないときは第 2 学期の始めに入学

させることがある。 

  

(入学資格)  

第 20 条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者(通常の課程以外の課程によりこれに相当する

学校教育を修了した者を含む。) 

(3) 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 



(5) 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了

した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による

大学入学資格検定（以下「旧検定」という。）に合格した者を含む。） 

(8) 本学において、別に定める入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、18 歳に達したもの 

  

(入学志願)  

第 21 条 本学に入学を志願する者は、指定の期日までに、本学所定の書類に入学検定料を添えて願い

出なければならない。 

2 入学志願に関する必要事項は、別に定める。 

  

(入学者の選考)  

第 22 条 入学志願者の選考は、学力試験その他の方法により行う。 

2 本学指定の高等学校の卒業生については、その卒業又は修了に続く年度の入学に限り、学力試験に

よらず、その選考を行うことがある。 

3 入学志願者の選考に関する必要事項は、別に定める。 

  

(入学手続き・許可)  

第 23 条 選考により合格した者は、指定の期日までに本学所定の書類を提出し、入学金その他の諸費

を納めなければならない。 

2 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

  

(編入学)  

第 24 条 本学への編入学は、志願する学科に欠員のある場合に限り、選考のうえ、相当年次にこれを

許可することがある。 

2 編入学をすることができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 他の大学又は本学の一つの学科を卒業した者 

(2) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

(3) 大学入学資格を有し、かつ専修学校の専門課程(修業年限が 2 年以上であることその他の文部科

学大臣の定める基準を満たすものに限る。)を修了した者 

(4) 大学に 2 年以上在学した者 

3 前項第 4 号の規定にかかわらず、大学に 1 年以上在学した者についても編入学を許可することがあ

る。 

4 第 21 条第 1 項及び前条第 1 項の定めは、編入学志願者に準用する。 

5 編入学志願者の選考に関する必要事項は、別に定める。 

  

(保証人)  

第 25 条 本学に入学を許可された者は、保証人を定め、届け出なければならない。 

2 保証人は、入学者の父母又はこれに代わる者とする。 

3 保証人が改姓改名したとき、又は住所等を変更したときは、直ちに届け出なければならない。 

4 保証人が死亡したとき、又はその資格を失ったときは、直ちに新しい保証人を定め、届け出なけれ

ばならない。 

 

第 8 章 休学・留学・退学・再入学・転部・転科・除籍・復籍 



  

(休学)  

第 26 条 学生が疾病その他特別の理由により 1 か月以上修学することができない場合は、願い出によ

り休学を許可することがある。 

2 学生が疾病その他特別の理由により 1 か月以上修学することが適当でないと認められる場合は、休

学を命ずることがある。 

  

(休学期間)  

第 27 条 前条に規定する休学は、学期末又は学年末を学籍上の終期とする。 

2 休学期間は、継続して 2 年を限度とし、通算 4 年を超えることはできない。ただし、特殊の事由が

ある場合には、継続して 3 年を限度とすることがある。 

3 休学期間は、第 18 条に規定する在学期間には算入しない。 

4 休学期間中に休学の理由が消滅した場合は、願い出により、休学の取消しを認め、復学を許可する

ことがある。 

5 休学期間中に期間を短縮したいときは、願い出により、期間の変更を許可することがある。 

  

(留学)  

第 28 条 学生が本学が認める外国の大学又はこれに準ずる高等教育機関へ留学する場合は、願い出に

より留学を許可することがある。 

2 前項の定めにより留学できる期間は、1 年以内とする。ただし、特別な理由がある場合には、1 年

を限度に延長を許可することがある。 

3 留学期間は、第 18 条に規定する在学期間へ算入する。 

4 留学に関する規程は、別に定める。 

  

第 29 条 削除 

  

(退学)  

第 30 条 学生が退学しようとする場合は、願い出により、これを許可することがある。 

  

(再入学)  

第 31 条 前条の規定により退学した者が、再入学を願い出たときは、退学後 2 年以内に限り、これを

許可することがある。 

2 再入学を許可された者は、指定の期日までに本学所定の書類を提出し、第 56 条の 2 に規定する学

費を納めなければならない。 

  

(転部・転科)  

第 32 条 転部並びに転科は、入学後 2 年以内の学生に限り、志願する学部学科に欠員のあるときは、

これを許可することがある。 

2 転部並びに転科に関する規程は、別に定める。 

  

(除籍)  

第 33 条 次の各号のいずれかに該当する者は除籍することがある。 

(1) 学費その他の諸費を所定の期限までに納入せず、督促を受けても納入しない者 

(2) 第 18 条に規定する在学年限を超えた者 

(3) 第 27 条第 2 項に定める休学期間を超えた者 

(4) 入学年度の 4 月末日までに入学を取り消した者 

(5) 長期間にわたり行方不明の者 



(6) 在学中に死亡した者 

  

(復籍)  

第 34 条 前条第 1 項第 1 号及び第 5 号の定めによって除籍された者が、2 年以内に所定の手続きを経

て、復籍を願い出たときは、これを許可することがある。 

 

第 9 章 卒業・学位 

  

(卒業要件・時期)  

第 35 条 学生が本学に 4 年以上在学し、第 45 条又は第 46 条に規定する単位を修得したときは、本学

の課程を修了したものと認定し、卒業証書を授与する。ただし、在学期間に関しては、所定の単位

を優秀な成績で修得したと認められる者は、3 年以上在学すれば足りるものとする。 

2 卒業の時期は学年の終わりとする。ただし、第 1 学期末とすることがある。 

  

(学位)  

第 36 条 本学外国語学部を卒業した者には、学士(文学)の学位を授与する。 

2 本学経済学部経済学科を卒業した者には、学士(経済学)の学位を授与する。 

3 本学経済学部経営学科を卒業した者には、学士(経営学)の学位を授与する。 

4 本学国際学部国際学科を卒業した者には、学士(国際コミュニケーション)の学位を授与する。 

5 本学国際学部グローバルビジネス学科を卒業した者には、学士(グローバルビジネス)の学位を授与

する。 

6 学位の授与に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第 10 章 賞罰 

  

(表彰)  

第 37 条 次の各号のいずれかに該当する学生に対して、学長が表彰することがある。 

(1) 人物及び学業成績ともに優れていると認められる者 

(2) 本学内外において、大学の名声を高め、あるいは学生の模範であると認められる者 

  

(懲戒)  

第 38 条 学生が、その本分に反する行為をしたときは懲戒する。 

2 懲戒の種類は、退学、停学及び戒告とする。 

3 退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがない者 

(2) 学力劣等で成業の見込みがない者 

(3) 正当な理由がなく、1 か月以上欠席し、又は長期にわたって出席が常でない者 

(4) 本学の秩序を乱した者 

(5) その他学生としての本分に著しく反した者 

4 停学及び戒告は、前項各号に準じた者について、その内容に応じて行う。 

 

第 11 章 外国人留学生・帰国子女学生 

  

(外国人留学生)  

第 39 条 外国人が、本学に入学を志願するときは、特別選抜を実施し、外国人留学生として入学を許

可することができる。 

2 外国人留学生の入学に関しては、第 20 条から第 25 条までの規定を適用する。 



  

(帰国子女学生)  

第 40 条 外国において、相当の期間、中等教育(中学校又は高等学校に対応する学校における教育を

いう。)を受けた日本国籍を有する者が、入学を志願したときは、特別選抜を実施し、帰国子女学生

として入学を許可することができる。 

2 帰国子女学生の入学に関しては、第 20 条から第 25 条までの規定を適用する。 

 

第 12 章 科目等履修生・聴講生・特別聴講生・特別聴講学生 

  

(科目等履修生)  

第 40 条の 2 本学の学生以外の者で一又は複数の授業科目を履修し、単位の修得を希望する者がある

ときは、科目等履修生として許可することがある。 

2 科目等履修生がその履修した授業科目について試験を受け合格した場合は、単位を与える。 

3 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

  

(聴講生)  

第 41 条 本学の学生以外の者が授業科目の聴講を希望するときは、教育に支障のない場合に限り、聴

講生として受入れを許可することがある。 

2 聴講生に関する規程は、別に定める。 

  

(特別聴講生)  

第 42 条 外国の大学等の学生が本学の授業科目の聴講を希望するときは、当該大学等との協議に基づ

き、特別聴講生として許可することがある。 

2 特別聴講生に関する規程は、別に定める。 

  

(特別聴講学生)  

第 42 条の 2 他の大学との協議に基づき、当該大学の学生を特別聴講学生として入学を許可し、本学

が開設する授業科目を履修させることがある。 

2 特別聴講学生に関する規程は、別に定める。 

 

第 13 章 教育課程・履修方法 

  

(外国語学部の授業科目・単位)  

第 43 条 外国語学部の授業科目を分けて、専門科目、共通科目及び外国語科目とする。 

2 前項に定める授業科目及び単位は、別表 1 のとおりとする。 

  

(経済学部の授業科目・単位)  

第 43 条の 2 経済学部の授業科目を分けて、専門科目、共通科目及びキャリア科目とする。 

2 前項に定める授業科目及び単位は、別表 2 のとおりとする。 

 

(国際学部の授業科目・単位) 

第 43 条の 3 国際学部の授業科目を分けて、学科専門科目、学部共通科目、卒業研究科目及び全学共

通科目とする。 

2 前項に定める授業科目及び単位は、別表 3 のとおりとする。 

 

(授業期間)  



第 43 条の 3 1 年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35 週にわたることを原則とす

る。 

  

(日本語科目)  

第 44 条 第 43 条、第 43 条の 2 及び第 43 条の 3 に規定するもののほか、第 39 条に規定する外国人

留学生及び第 40 条に規定する帰国子女学生のため、日本語科目を置く。 

2 前項に定める授業科目及び単位は、別表 4 のとおりとする。 

  

(外国語学部の卒業必要単位数)  

第 45 条 外国語学部の卒業に必要な単位数は、総計 124 単位以上とする。 

2 前項に定める単位の修得方法は、別表 5 のとおりとする。 

  

第 45 条の 2 削除 

  

(外国語学部の授業科目の履修・単位認定)  

第 45 条の 3 外国語学部の授業科目の履修及び単位認定に関する規程は、別に定める。 

  

(経済学部の卒業必要単位数)  

第 46 条 経済学部の卒業に必要な単位数は、総計 124 単位以上とする。 

2 前項に定める単位の修得方法は、別表 6 のとおりとする。 

  

第 46 条の 2 削除 

  

(経済学部の授業科目の履修・単位認定)  

第 46 条の 3 経済学部の授業科目の履修及び単位認定に関する規程は、別に定める。 

  

(国際学部の卒業必要単位数)  

第 46 条の 4 国際学部の卒業に必要な単位数は、総計 124 単位以上とする。 

2 前項に定める単位の修得方法は、別表 7 のとおりとする。 

 

(国際学部の授業科目の履修・単位認定)  

第 46 条の 5 国際学部の授業科目の履修及び単位認定に関する規程は、別に定める。 

 

 (単位の算定基準)  

第 47 条 各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を

考慮して、次の基準によるものとする。 

(1) 講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲で学部が定める時間の授業をもって

1 単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技は、30 時間から 45 時間までの範囲で学部が定める時間の授業をもって 1

単位とする。 

2 第 1 項の定めにかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業については、学修の成果を評価して単位

を授与することが適当と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して単位数を定める。 

3 各授業科目の授業方法は、別に定める。 

  

(単位の認定)  



第 48 条 各授業科目の単位認定は、試験及び平素の成績その他出席状況等を考慮して行う。試験は、

筆記・口述・論文等の方法によって行う。 

2 成績評価は、S、A、B、C、D、E の 6 段階とし、S、A、B、C を合格とする。 

3 第 40 条の 2 に規定する科目等履修生の単位認定についても本条を準用する。 

  

第 48 条の 2 削除 

  

(他の大学又は短期大学における授業科目の履修等)  

第 49 条 教育上有益と認めるときは、学生が別に定めるところにより他の大学又は短期大学において

履修した授業科目について修得した単位を、60 単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 

2 前項の規定は、第 28 条の規定により、学生が外国の大学又は短期大学へ留学した場合に準用す

る。 

  

(大学以外の教育施設等における学修)  

第 49 条の 2 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学

修その他文部科学大臣が定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、別に定めるところ

により単位を与えることができる。 

2 前項により与えることができる単位数は、前条により本学において修得したものとみなす単位数と

合わせて 60 単位を超えないものとする。 

  

(入学前の既修得単位等の認定)  

第 50 条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において履修した

授業科目について修得した単位(大学設置基準第 31 条に定める科目等履修生として修得した単位を

含む。)を、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことがで

きる。 

2 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第 1 項に規定する学修を、本学

における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

3 前 2 項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学等の場合を除き、

本学において修得した単位以外のものについては、第 49 条第 1 項及び第 2 項並びに前条第 1 項によ

り本学において修得したものとみなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 

4 前 3 項に定める既修得単位の取扱いに関する規程は、別に定める。 

 

第 14 章 教職課程 

  

(教職課程)  

第 51 条 本学に教育職員免許状授与のための所要資格を得させるための課程を置く。 

2 課程認定の基礎となる学部及び学科並びに教育職員免許状の種類及び免許教科は、別表 8 のとおり

とする。 

  

(教育の基礎的理解に関する科目等及び司書教諭に関する科目)  

第 52 条 本学に前条の規定による教育の基礎的理解に関する科目等及び司書教諭に関する科目を置

く。 

2 前項の授業科目及び単位は、別表 9 のとおりとする。 

3 本学の学生及び科目等履修生が、教育職員免許法(昭和 24 年法律第 147 号)及び教育職員免許法施

行規則(昭和 29 年文部省令第 26 号)の規定するところにより、必要な単位を修得した場合には、教育

職員免許状授与のための所要資格を得ることができる。 



4 教育の基礎的理解に関する科目等の履修規程は、別に定める。 

  

(日本語教員養成課程)  

第 52 条の 2 本学に日本語教員養成課程を置く。 

2 前項の日本語教員養成課程に関する規程は別に定める。 

 

第 15 章 学費 

  

(入学検定料)  

第 53 条 入学検定料は、35,000 円とする。ただし、大学入試センター試験を利用する検定について

は 17,000 円とする。 

2 前項の規定にかかわらず、外国人留学生の入学検定料は 25,000 円とする。ただし、書類選考のみ

の検定及び 3 月に選考する検定については 10,000 円とする。 

3 第 1 項の規定にかかわらず、センタープラス入試の入学検定料は課さない。 

  

(学費)  

第 54 条 学費は、次のとおりとする。ただし、入学金は、入学年度のみの徴収とする。 

入学金 260,000 円 

授業料 830,000 円 

施設費 300,000 円 

実験・実習費 実費 

  

(在学 5 年以上の学生の授業料)  

第 54 条の 2 前条の規定にかかわらず、在学 5 年以上の学生については、履修単位数に応じて授業料

を徴収することがある。ただし、第 24 条及び第 31 条の規定により入学した者については、在学す

べき年数を超えて在学する場合に適用する。 

2 前項に規定する授業料に関する必要事項は、別に定める。 

  

(納入期限)  

第 55 条 学費のうち、授業料及び施設費は、次の納入期限までに、それぞれ半額を納入しなければな

らない。ただし、新入学者の入学金、第 1 学期分の授業料及び施設費は、入学手続時に納入するも

のとする。 

(1) 第 1 学期分 前年度の 3 月 31 日まで 

(2) 第 2 学期分 当該年度の 9 月 19 日まで 

2 実験・実習費は、必要に応じて徴収する。 

3 特別の事情により、学費を期限までに納入できない者が、延納を願い出たときは、これを許可する

ことがある。 

  

(編入学者の学費)  

第 56 条 編入学者の学費は、編入学をする入学年度の新入学者に適用する額とし、前条を準用する。 

  

(再入学者の学費)  

第 56 条の 2 再入学者の学費は授業料及び施設費とし、再入学をする年次の学費を適用する。 

2 再入学者の第 1 学期分の授業料及び施設費は、再入学手続時に納入しなければならない。 

  

 (休学期間の学費) 



第 57 条 第 55 条の規定にかかわらず、休学期間の学費は、休学がその学期の全期間にわたるとき

は、在籍料として 1 学期につき 6 万円を納めるものとする。 

2 前項の規定にかかわらず、第 27 条第 2 項ただし書に定める特殊の事由がある場合には、その全額

を免除することがある。 

  

(留学期間の学費)  

第 58 条 留学期間の授業料及び施設費は、第 55 条の規定に従って納入しなければならない。 

  

(復籍料)  

第 59 条 第 34 条の規定により復籍を認められた者は、復籍料として、復籍する年度の入学金相当額

を納入しなければならない。ただし、除籍後 90 日以内に復籍するときは、復籍する年度の入学金相

当額の 1 割を納入するものとする。 

  

(第 1 学期末で卒業する者の学費)  

第 60 条 第 1 学期末で卒業する者は、第 2 学期分の学費納付を必要としない。 

  

第 61 条 削除 

  

(学費の返還)  

第 62 条 既納の学費は、返還しない。 

2 前項の定めにかかわらず、入学を許可されたものが、指定の期日までに入学を辞退したときは、入

学金を除く学費を返還する。 

 

第 16 章 学生寮 

  

(学生寮)  

第 63 条 本学に、学生寮を置く。学生寮は、建学の精神に基づき、生活を通じて社会訓練と人格形成

を図るための教育施設をいう。 

2 学生寮に関する規則は、別に定める。 

 

第 17 章 厚生保健 

  

第 64 条 削除 

  

(健康支援センター)  

第 65 条 本学に、健康支援センターを置く。 

2 健康支援センターは、毎学年定期に、学生の健康診断を実施する。 

  

(厚生施設)  

第 66 条 本学に、学生会館その他の厚生施設を置く。 

 

第 18 章 学生生活 

  

(学生生活)  

第 67 条 本学の学生生活は、すべて建学の精神に基づく。学生は、教職員の助言と指導のもとに、そ

の生活を通じて建学の精神の体現に努めなければならない。 

2 学生生活に関する規則は、別に定める。 



 

第 19 章 公開講座 

  

(公開講座)  

第 68 条 本学は、大学教育の普及と社会奉仕を目的として、公開講座を設けることができる。 

2 公開講座に関する必要事項は、別に定める。 

 

第 20 章 学則変更 

  

(学則変更)  

第 69 条 この学則の変更については、大学執行部会議の意見を聴取した後、廣池学園理事会の議決を

得なければならない。 

  

附 則 

この学則は、昭和 34 年 4 月 1 日から施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 35 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 36 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 38 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 39 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 40 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 41 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 42 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 43 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 44 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 44 年 6 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 



この学則は、昭和 45 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 46 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 47 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 48 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 49 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 50 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 51 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 52 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 53 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 54 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 55 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 56 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 57 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 58 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 58 年 9 月 20 日から改定施行する。  

  

附 則 

この学則は、昭和 59 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  



附 則 

1 この学則は、昭和 60 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 この学則改定に伴う経過措置は、次のとおりとする。 

(1) 削除 

(2) 改定施行後の学則第 37 条から第 55 条までに規定する教育課程については、別に定めるところ

により、その一部を昭和 59 年度入学者に遡って適用する。また、昭和 58 年度以前の入学者につ

いては、従前の教育課程を適用するものとする。ただし、昭和 58 年度以前の入学者であっても、

昭和 60 年度第 1 学期に、専攻科目演習Ⅲを履修する者については、昭和 59 年度入学者に準ずる

者として扱う。 

  

附 則 

1 この学則は、昭和 61 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 2 条に規定する英語学科の名称は、昭和 60 年度以前にイギリス語学科に入学

し、改定施行日において現に在籍する者に遡って適用する。 

3 改定施行後の学則第 46 条、第 48 条、第 50 条及び第 56 条に規定する後期専門教育科目のうち新

設した授業科目は、昭和 60 年度以前の入学者に遡って適用する。 

  

附 則 

この学則は、昭和 62 年 4 月 1 日から改定施行する。  

  

附 則 

1 この学則は、昭和 63 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 この学則改定に伴う経過措置は、次のとおりとする。 

(1) 改定施行後の学則第 46 条、第 47 条、第 48 条、第 49 条、第 50 条及び第 51 条の規定におい

て廃止した授業科目は、昭和 62 年度以前の入学者については、その在籍中これを廃止しないもの

とする。 

(2) 改定施行後の学則第 56 条に規定する後期専門教育科目の単位修得方法は、昭和 62 年度以前の

入学者には適用せず、従前の規定を適用する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成元年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 この学則は、原則として、昭和 59 年度以前の入学者には適用しない。ただし、この学則改定によ

り廃止した授業科目は、昭和 63 年度以前の入学者については、その在籍中これを廃止しないものと

する。また、この学則改定により新設した授業科目は、昭和 63 年度以前の入学者に遡って適用す

る。 

3 改定施行後の学則第 67 条に規定する教職専門科目及び第 74 条に規定する教育職員免許状の免許教

科は、昭和 63 年度入学者及び日本語学科への転科者に遡って適用する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 2 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 この学則は、原則として、昭和 60 年度以前の入学者には適用しない。ただし、平成 2 年 4 月 1 日

以前に本学に在学し、卒業するまでに従前の学則第 74 条に規定する教育職員免許状授与のための所

要資格を得た者は、当該旧免許状に対応する新免許状に係る所要資格を得たものとみなす。 

3 この学則改定に伴う経過措置は、次のとおりとする。 

(1) 改定施行後の学則第 52 条第 2 項別表 6 に掲げる教職に関する専門教育科目の授業科目及び単

位は、平成元年度以前の入学者には適用せず、従前の規定を適用する。 

  



附 則 

1 この学則は、平成 3 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 学則第 2 条に規定する外国語学部の入学定員は、平成 3 年度から平成 11 年度までの臨時定員増実

施の間は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 入学定員 

外国語学部 英語学科 480 名 120 名 

ドイツ語学科 240 名 60 名 

中国語学科 240 名 60 名 

日本語学科 240 名 60 名 

3 この学則改定により廃止した授業科目は、平成 2 年度以前の入学者については、その在籍中これを

廃止しないものとする。また、この学則改定により新設した授業科目は、平成 2 年度以前の入学者

に遡って適用する。 

  

附 則 

この学則は、平成 3 年 7 月 19 日から改定施行し、平成 3 年 7 月 1 日から適用する。  

  

附 則 

1 この学則は、平成 4 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 学則第 2 条第 2 項に規定する国際経済学部の入学定員は、平成 4 年度から平成 11 年度までの臨時

定員増実施の間は、次のとおりとする。 

学部 学科 収容定員 入学定員 

国際経済学部 国際経済学科 600 名 150 名 

国際経営学科 600 名 150 名 

3 改定施行後の学則第 43 条から第 45 条の 4 までの規定は、平成 3 年度以前の入学者にはこれを適用

せず、従前の規定を適用する。ただし、平成 3 年度以前の入学者で、既修得単位がない者について

は、改定後の規定を適用する。 

4 この学則改定により廃止した授業科目は、平成 3 年度以前の入学者については、その在籍中これを

廃止しないものとする。また、この学則改定により新設した授業科目は、平成 3 年度以前の入学者

に遡って適用する。 

5 改定施行後の学則第 56 条の規定は、平成 3 年度以前の入学者には適用せず、従前の規定を適用す

るものとし、平成 4 年度の学費は、次のとおりとする。 

費目＼学部 外国語学部 

授業料 500,000 円 

施設・設備費 200,000 円 

実験・実習費 実費 

  

附 則 

1 この学則は、平成 5 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 54 条の規定は、平成 5 年度入学者より適用し、在学者は従前の例とする。た

だし、平成 3 年度以前の入学者の平成 5 年度の学費は、次のとおりとする。 

費目＼学部 外国語学部 

授業料 530,000 円 

施設・設備費 200,000 円 

実験・実習費 実費 



  

附 則 

1 この学則は、平成 6 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 54 条の規定は、平成 6 年度入学者より適用し、在学者は従前の例とする。た

だし、平成 3 年度以前の入学者の平成 6 年度の学費は、次のとおりとする。 

費目＼学部 外国語学部 

授業料 560,000 円 

施設・設備費 200,000 円 

実験・実習費 実費 

  

附 則 

1 この学則は、平成 7 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 54 条の規定は、平成 7 年度入学者より適用し、在学者は従前の例とする。た

だし、平成 3 年度以前の入学者の平成 7 年度の学費は、次のとおりとする。 

費目＼学部 外国語学部 

授業料 560,000 円 

施設・設備費 200,000 円 

実験・実習費 実費 

  

附 則 

1 この学則は、平成 8 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 43 条から第 46 条の 3 までの規定は、平成 7 年度以前の入学者には原則として

これを適用せず、従前の規定を適用する。ただし、平成 7 年度以前の入学者で、既修得単位がない

者については、改定後の規定を適用する。 

3 この学則改定により廃止した授業科目は、平成 7 年度以前の入学者のその在籍中については、原則

としてこれを廃止しないものとする。また、この学則改定により新設した授業科目は、平成 7 年度

以前に遡って適用する。 

4 改定施行後の学則第 54 条の規定は、平成 8 年度入学者より適用し、在学者は従前の例とする。た

だし、平成 3 年度以前の入学者の平成 8 年度の学費は、次のとおりとする。 

費目＼学部 外国語学部 

授業料 560,000 円 

施設・設備費 200,000 円 

実験・実習費 実費 

  

附 則 

1 この学則は、平成 9 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 54 条の規定は、平成 9 年度入学者より適用し、在学者は従前の例とする。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 10 年 4 月 1 日から改定施行する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 11 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 54 条の規定は、平成 11 年度入学者より適用し、在学者は従前の例とする。 

  



附 則 

この学則は、平成 11 年 11 月 20 日から改定施行する。  

  

附 則 

1 この学則は、平成 12 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 学則第 2 条第 2 項に規定する国際経済学部国際経済学科及び国際経営学科の入学定員及び収容定員

は、平成 12 年度から平成 18 年度までの間は、次のとおりとする。 

年度 学科 収容定員 入学定員 

平成 12 年度 国際経済学科 590 名 140 名 

国際経営学科 590 名 140 名 

平成 13 年度 国際経済学科 570 名 130 名 

国際経営学科 570 名 130 名 

平成 14 年度 国際経済学科 540 名 120 名 

国際経営学科 540 名 120 名 

平成 15 年度 国際経済学科 500 名 110 名 

国際経営学科 500 名 110 名 

平成 16 年度 国際経済学科 460 名 100 名 

国際経営学科 460 名 100 名 

平成 17 年度 国際経済学科 430 名 100 名 

国際経営学科 430 名 100 名 

平成 18 年度 国際経済学科 410 名 100 名 

国際経営学科 410 名 100 名 

3 改定施行後の学則第 54 条の規定は、平成 12 年度入学者より適用し、在学者は従前の例とする。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 13 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 この学則改定により新設した授業科目については、平成 12 年度以前の入学者に遡って適用する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 14 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 この学則改定により新設した授業科目については、平成 13 年度以前の入学者に遡って適用する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 15 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 43 条の 2、44 条、46 条、46 条の 2 の規定は、平成 14 年度以前の入学者には

原則としてこれを適用せず、従前の規定を適用する。ただし、平成 14 年度以前の入学者で、既修得

単位がない者については、改定後の規定を適用する。 

3 この学則改定により廃止した授業科目は、平成 14 年度以前の入学者のその在籍中については、原

則としてこれを廃止しないものとする。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 15 年 10 月 1 日から改定施行する。 

  

附 則 



1 この学則は、平成 16 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 43 条及び第 45 条の規定は、平成 15 年度以前の入学者には原則としてこれを

適用せず、従前の規定を適用する。 

3 前項にかかわらず改定施行前の学則第 43 条の別表 1―4 に規定する日本語学科開設科目に以下の科

目を追加する。なお、この科目は平成 15 年度以前入学者のうち日本語を第 1 言語としない学生のみ

履修できるものとする。 

別表 科目区分 授業科目・単位 

別表 1―4 専門科目 演習科目 上級演習 日本語演習上級 A 2 単位 日本語演習上級 B 2 単位 

日本語演習上級 C 2 単位 日本語演習上級 D 2 単位 

  

附 則 

1 この学則は、平成 17 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 学則第 2 条第 2 項に規定する国際経済学部国際経済学科及び国際経営学科並びに国際産業情報学科

の入学定員及び収容定員は、平成 17 年度から平成 20 年度までの間は、次のとおりとする。 

年度 学科 収容定員 入学定員 

平成 17 年度 国際経済学科 440 名 110 名 

国際経営学科 440 名 110 名 

国際産業情報学科 380 名 80 名 

平成 18 年度 国際経済学科 430 名 110 名 

国際経営学科 430 名 110 名 

国際産業情報学科 360 名 80 名 

平成 19 年度 国際経済学科 430 名 110 名 

国際経営学科 430 名 110 名 

国際産業情報学科 340 名 80 名 

平成 20 年度 国際経済学科 440 名 110 名 

国際経営学科 440 名 110 名 

国際産業情報学科 320 名 80 名 

3 改定施行後の学則第 43 条の 2 の規定は、平成 15 年度以降の入学者より適用する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 18 年 4 月 1 日から改定施行する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 19 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 学則第 2 条第 2 項に規定する外国語学部英語学科、ドイツ語学科、中国語学科並びに日本語学科の

入学定員及び収容定員は、平成 19 年度から平成 22 年度までの間は、次のとおりとする。 

年度 学科 収容定員 入学定員 

平成 19 年度 英語学科 490 名 130 名 

ドイツ語学科 230 名 50 名 

中国語学科 240 名 60 名 

日本語学科 240 名 60 名 

平成 20 年度 英語学科 500 名 130 名 

ドイツ語学科 220 名 50 名 



中国語学科 240 名 60 名 

日本語学科 240 名 60 名 

平成 21 年度 英語学科 510 名 130 名 

ドイツ語学科 210 名 50 名 

中国語学科 240 名 60 名 

日本語学科 240 名 60 名 

平成 22 年度 英語学科 520 名 130 名 

ドイツ語学科 200 名 50 名 

中国語学科 240 名 60 名 

日本語学科 240 名 60 名 

  

附 則 

1 この学則は、平成 20 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 外国語学部英語学科、ドイツ語学科、中国語学科及び日本語学科並びに国際経済学部国際経済学

科、国際経営学科及び国際産業情報学科は、改定後の第 2 条の規定にかかわらず、平成 20 年 3 月

31 日に当該各学科に在学する者が当該各学科に在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

3 平成 20 年 3 月 31 日に在学する者については、この学則による改定後の規定にかかわらず、なお従

前の例による。 

4 前項にかかわらず改定後の第 52 条の 2 の規定については、平成 16 年度以降の入学者にも適用す

る。 

5 改定施行後の第 48 条第 2 項の規定については、平成 19 年度以前の入学者にはこれを適用せず、従

前の規定を適用する。 

6 国際経済学部に関する事項については、経済学部教授会において審議するものとする。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 20 年 11 月 1 日から改定施行する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 21 年 4 月 1 日から改定施行する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 22 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 52 条第 2 項別表 7 に定める教職に関する科目については、平成 21 年度以前の

入学者については原則としてこれを適用せず、従前の科目を適用する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 23 年 4 月 1 日から改定施行する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 24 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 43 条第 2 項、43 条の 2 第 2 項、45 条第 2 項、46 条第 2 項、51 条第 2 項、

52 条第 2 項の規定については、平成 23 年度以前の入学者には原則としてこれを適用せず、従前の

規定を適用する。 

3 国際経済学部国際産業情報学科は、平成 24 年 3 月 31 日で廃止する。 

  



附 則 

1 この学則は、平成 25 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の第 35 条第 1 項のただし書については、平成 25 年度入学者より適用する。 

3 外国語学部英語学科及び国際経済学部国際経営学科は、平成 25 年 3 月 31 日で廃止する。 

 

附 則 

1 この学則は、平成 26 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 国際経済学部及び同学部国際経済学科は、平成 26 年 3 月 31 日で廃止する。 

  

附 則 

1 この学則は、平成 27 年 4 月 1 日から改定施行する。ただし、改定施行後の第 54 条の規定は、平成

26 年度以前の入学者には適用せず、従前の規定を適用する。 

 

附 則 

1 この学則は、平成 28 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 改定施行後の第 43 条第 2 項、43 条の 2 第 2 項、45 条第 2 項、46 条第 2 項の規定については、平

成 27 年度以前の入学者には原則としてこれを適用せず、従前の規定を適用する。 

 

附 則 

1 この学則は、平成 29 年 4 月 1 日から改定施行する。 

 

附 則 

1 この学則は、平成 29 年 5 月 27 日から改定施行する。 

2 改定施行後の学則第 53 条第 3 項の規定は、平成 30 年度入学者より適用する。 

 

附 則 

1 この学則は、平成 30 年 4 月 1 日から改定施行する。 

 

附 則 

1 この学則は、平成 31 年 4 月 1 日から改定施行する。 

 

附 則 

1 この学則は、令和元年 6 月 20 日から改定施行する。 

2 改定施行後の第 61 条の規定については、平成 31 年度以前の入学者にはこれを適用せず、従前の規

定を適用する。 

3 この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学外国人留学生授業料減免規程、麗澤大学外国人留学生

授業料減免規程に関する内規及び麗澤大学学費減免規程に関する内規は廃止する。 

 

附 則 

1 この学則は、令和 2 年 4 月 1 日から改定施行する。 

2 第 2 条に規定する外国語学部、経済学部及び国際学部の入学定員及び収容定員は、令和 2 年度から

令和 5 年度までの間は、次のとおりとする。 

年度 学部 学科 収容定員 入学定員 

令和 2 年度 外国語学部 外国語学科 1,120 名 220 名 

 経済学部 経済学科 620 名 110 名 

  経営学科 500 名 110 名 

 国際学部 国際学科 80 名 80 名 



  グローバルビジネス学科 80 名 80 名 

令和 3 年度 外国語学部 外国語学科 1,040 名 220 名 

 経済学部 経済学科 560 名 110 名 

  経営学科 480 名 110 名 

 国際学部 国際学科 160 名 80 名 

  グローバルビジネス学科 160 名 80 名 

令和 4 年度 外国語学部 外国語学科 960 名 220 名 

 経済学部 経済学科 500 名 110 名 

  経営学科 460 名 110 名 

 国際学部 国際学科 240 名 80 名 

  グローバルビジネス学科 240 名 80 名 

令和 5 年度 外国語学部 外国語学科 880 名 220 名 

 経済学部 経済学科 440 名 110 名 

  経営学科 440 名 110 名 

 国際学部 国際学科 320 名 80 名 

  グローバルビジネス学科 320 名 80 名 

 

  



別表1(第43条関係)外国語学部外国語学科の授業科目及び単位 

専攻 科目区分 授業科目名 単位 授業科目名 単位 

英語コ
ミュニ
ケーシ
ョン専
攻 

専攻
専門
科目 

基礎科目（A
群） 

Discussion on Culture & Society Ⅰ 4 Reading and Writing Workshop Ⅰ 2 

Discussion on Culture & Society Ⅱ 4 Reading and Writing Workshop Ⅱ 2 

Discussion on Culture & Society Ⅲ 4 Reading and Writing Workshop Ⅲ 2 

Discussion on Culture & Society Ⅳ 4 Reading and Writing Workshop Ⅳ 2 

English for Communication Ⅰ 2 Top Level English A 1 

English for Communication Ⅱ 2 Top Level English B 1 

English for Communication Ⅲ 2 Top Level English C 1 

English for Communication Ⅳ 2 Top Level English D 1 

基礎科目 
（B群） 

コミュニケーション入門Ａ 2 Advanced Hospitality Ⅰ 2 

コミュニケーション入門Ｂ 2 Advanced Hospitality Ⅱ 2 

コミュニケーション概説Ａ 2 Introduction to UN Studies 2 

コミュニケーション概説Ｂ 2 Advanced UN Studies 2 

英語に関する基礎知識Ａ 2 海外留学基礎研究 A 2 

英語に関する基礎知識Ｂ 2 海外留学基礎研究 B 2 

英語の発想と論理Ａ 2 海外留学基礎研究 C 2 

英語の発想と論理Ｂ 2 海外留学基礎研究 D 2 

英語科教育法Ⅰ 2 海外留学基礎研究 E 2 

Introduction to Hospitality Ⅰ 2 海外留学基礎研究 F 2 

Introduction to Hospitality Ⅱ 2     

上級科目（A
群） 

Discussion/Debate Ａ 1 Top Level English Ｇ 1 

Discussion/Debate Ｂ 1 Top Level English Ｈ 1 

Analytical Reading Ａ 1 Academic Research  & Writing B 2 

Analytical Reading Ｂ 1 英語教材作成法 2 

上級科目（B
群） 

Society and the Media A 2 第二言語習得理論 2 

Society and the Media B 2 Advanced Cultural Studies Ａ 2 

Test-taking Strategies A 2 Advanced Cultural Studies Ｂ 2 

Test-taking Strategies B 2 Advanced Global Studies Ａ 2 

Test-taking Strategies C 2 Advanced Global Studies B 2 

異文化コミュニケーション研究Ａ 2 Research & Thesis Seminar Ⅰ 2 

異文化コミュニケーション研究Ｂ 2 Research & Thesis Seminar Ⅱ 2 

異文化コミュニケーション研究Ｃ 2 海外留学上級研究 A 2 

異文化コミュニケーション研究Ｄ 2 海外留学上級研究 B 2 

英語コミュニケーション研究Ａ 2 海外留学上級研究 C 2 

英語コミュニケーション研究Ｂ 2 海外留学上級研究 D 2 

英語コミュニケーション研究Ｃ 2 海外留学上級研究 E 2 

英語コミュニケーション研究Ｄ 2 海外留学上級研究 F 2 

英語科教育法Ⅱ 2 海外留学上級研究 G 2 

英語科教育法Ⅲ 2 海外留学上級研究 H 2 

英語科教育法Ⅳ 2 海外留学上級研究 I 2 

Academic Research  & Writing A   2 海外留学上級研究 J 2 

Top Level English E 1 海外留学上級研究 K 2 

Top Level English F 1 海外留学上級研究 L 2 

英語・
リベラ
ルアー
ツ専攻 

専攻
専門
科目 

基礎科目（A
群） 

Reading and Writing Workshop Ⅰ 2 Research & Presentation Ⅰ 4 

Reading and Writing Workshop Ⅱ 2 Research & Presentation Ⅱ 4 

Reading and Writing Workshop Ⅲ 2 Research & Presentation Ⅲ 4 

Reading and Writing Workshop Ⅳ 2 Research & Presentation Ⅳ 4 

English for Communication Ⅰ 2 Top Level English Ａ 1 

English for Communication Ⅱ 2 Top Level English B 1 

English for Communication Ⅲ 2 Top Level English C 1 

English for Communication Ⅳ 2 Top Level English D 1 

基礎科目（B
群） 

グローバル・スタディーズ入門Ａ 2 Advanced Hospitality Ⅰ 2 

グローバル・スタディーズ入門Ｂ 2 Advanced Hospitality Ⅱ 2 

コモンウェルス研究入門 2 Introduction to UN Studies 2 

イギリス研究入門 2 Advanced UN Studies 2 

Western Thought & Culture Ａ 2 海外留学基礎研究Ａ 2 

Western Thought & Culture Ｂ 2 海外留学基礎研究Ｂ 2 

現代アメリカ文化・社会概説 2 海外留学基礎研究Ｃ 2 

英米文学概説 2 海外留学基礎研究Ｄ 2 

History of Japan-U.S. Relations 2 海外留学基礎研究Ｅ 2 

Introduction to Hospitality Ⅰ 2 海外留学基礎研究Ｆ 2 

Introduction to Hospitality Ⅱ 2   

Analytical Reading Ａ 1 Top Level English Ｅ 1 



上級科目（A
群） 

Analytical Reading Ｂ 1 Top Level English Ｆ 1 

Advanced Academic Discussion Ａ 1 Top Level English Ｇ 1 

Advanced Academic Discussion Ｂ 1 Top Level English Ｈ 1 

上級科目（B
群） 

Society and the Media A 1 
ア メ リ カ 文 化 研 究  (Intercultural 
Studies of American） 

2 

Society and the Media B 1 Advanced Cultural Studies Ａ 2 

Test-taking Strategies A 1 Advanced Cultural Studies Ｂ 2 

Test-taking Strategies B 1 Advanced Global Studies Ａ 2 

Test-taking Strategies C 1 Advanced Global Studies Ｂ 2 

現代社会論Ａ 2 Research & Thesis Seminar Ⅰ 2 

現代社会論Ｂ 2 Research & Thesis Seminar Ⅱ 2 

Media and Culture Ａ 2 海外留学上級研究 A 2 

Media and Culture Ｂ 2 海外留学上級研究 B 2 

アメリカの歴史と現在 Ａ 2 海外留学上級研究 C 2 

アメリカの歴史と現在 Ｂ 2 海外留学上級研究 D 2 

Advanced British Studies Ａ 2 海外留学上級研究 E 2 

Advanced British Studies Ｂ 2 海外留学上級研究 F 2 

Advanced Commonwealth Studies Ａ 2 海外留学上級研究 G 2 

Advanced Commonwealth Studies Ｂ 2 海外留学上級研究 H 2 

Gender Studies Ａ 2 海外留学上級研究 I 2 

Gender Studies Ｂ 2 海外留学上級研究 J 2 

北米社会論 2 海外留学上級研究 K 2 

英語文学と環境 2 海外留学上級研究 L 2 

ドイツ
語・ド
イツ文
化専攻 

専攻
専門
科目 

基礎科目（A
群） 

Kommunikation und Sprache ⅠＡ 2 Kommunikation und Sprache ⅢＣ 2 

Kommunikation und Sprache ⅠＢ 2 Kommunikation und Sprache ⅢＤ 2 

Kommunikation und Sprache ⅠＣ 2 Kommunikation und Sprache ⅣＡ 2 

Kommunikation und Sprache ⅠＤ 2 Kommunikation und Sprache ⅣＢ 2 

Kommunikation und Sprache ⅡＡ 2 Kommunikation und Sprache ⅣＣ 2 

Kommunikation und Sprache ⅡＢ 2 Kommunikation und Sprache ⅣＤ 2 

Kommunikation und Sprache ⅡＣ 2 Workshop Deutsch Ⅰ 2 

Kommunikation und Sprache ⅡＤ 2 Workshop Deutsch Ⅱ 2 

Kommunikation und Sprache ⅢＡ 2 Workshop Deutsch Ⅲ 2 

Kommunikation und Sprache ⅢＢ 2   

基礎科目（B
群）群） 

Landeskunde ドイツ研究 Ａ 2 Landeskunde ドイツ研究 Ｂ 2 

上級科目（A
群） 

Projekt Workshop Ａ 1 ドイツ語圏インターンシップＡ 1 

Projekt Workshop Ｂ 1 ドイツ語圏インターンシップＢ 1 

Deutsch B1 1   

上級科目（B
群） 

Kunst und Literatur A 2 日独比較文化研究Ａ 2 

Kunst und Literatur B 2 日独比較文化研究Ｂ 2 

Kunst und Literatur C 2 日独比較社会研究Ａ 2 

Kunst und Literatur D 2 日独比較社会研究Ｂ 2 

Land und GesellschaftＡ 2 日独対照言語学Ａ 2 

Land und GesellschaftＢ 2 日独対照言語学Ｂ 2 

Land und GesellschaftＣ 2 ドイツ語研究Ａ 2 

Land und GesellschaftＤ 2 ドイツ語研究Ｂ 2 

Kultur und GeschichteＡ 2 ヨーロッパ文化研究Ａ 2 

Kultur und GeschichteＢ 2 ヨーロッパ文化研究Ｂ 2 

Kultur und GeschichteＣ 2 ドイツ歴史研究Ａ 2 

Kultur und GeschichteＤ 2 ドイツ歴史研究Ｂ 2 

Sprache und Kommunikation A 2 ヨーロッパ地域研究Ａ 2 

Sprache und Kommunikation B 2 ヨーロッパ地域研究Ｂ 2 

Sprache und Kommunikation C 2 ドイツ社会研究Ａ 2 

Sprache und Kommunikation D 2 ドイツ社会研究Ｂ 2 

中国
語・グ
ローバ
ルコミ
ュニケ
ーショ
ン専攻 

専攻
専門
科目 

基礎科目（A
群） 

中国語基礎演習ⅠＡ 1 中国語基礎演習ⅢＢ 1 

中国語基礎演習ⅠＡ 1 中国語基礎演習ⅢＣ 1 

中国語基礎演習ⅠＢ 1 中国語基礎演習ⅢＤ 1 

中国語基礎演習ⅠＣ 1 中国語基礎演習ⅢＥ 1 

中国語基礎演習ⅠＤ 1 中国語基礎演習ⅢF 1 

中国語基礎演習ⅡＡ 1 中国語基礎演習ⅣＡ 1 

中国語基礎演習ⅡＡ 1 中国語基礎演習ⅣＢ 1 

中国語基礎演習ⅡＢ 1 中国語基礎演習ⅣＣ 1 

中国語基礎演習ⅡＣ 1 中国語基礎演習ⅣＤ 1 

中国語基礎演習ⅡＤ 1 中国語基礎演習ⅣＥ 1 



中国語基礎演習ⅢＡ 1 中国語基礎演習ⅣＦ 1 

基礎科目（B
群） 

現代中国入門Ａ 2 中国語学概説Ａ 2 

現代中国入門Ｂ 2 中国語学概説Ｂ 2 

中国史入門 2 中国文化概説Ａ 2 

中国事情 2 中国文化概説Ｂ 2 

上級科目（A
群） 

中国語上級演習ⅠＡ 1 中国語上級演習ⅡＥ 1 

中国語上級演習ⅠＢ 1 中国語上級演習Ⅲ 1 

中国語上級演習ⅠＣ 1 中国語上級演習Ⅳ 1 

中国語上級演習ⅠＤ 1 時事中国語Ａ 1 

中国語上級演習ⅠＥ 1 時事中国語Ｂ 1 

中国語上級演習ⅡＡ 1 検定中国語Ａ 1 

中国語上級演習ⅡＢ 1 検定中国語Ｂ 1 

中国語上級演習ⅡＣ 1 中国文学演習Ａ 1 

中国語上級演習ⅡＤ 1 中国文学演習Ｂ 1 

上級科目（B
群） 

中国文化研究 A 2 東アジア圏研究Ａ 2 

中国文化研究 B 2 東アジア圏研究Ｂ 2 

中国歴史研究Ａ 2 東アジア圏研究Ｃ 2 

中国歴史研究Ｂ 2 中国語学研究Ａ 2 

現代中国研究Ａ 2 中国語学研究Ｂ 2 

現代中国研究Ｂ 2   

全専攻 
専門科
目 

専門
科目 

卒業研究科
目 

専門ゼミナールＡ 2 卒業研究 2 

専門ゼミナールＢ 2 自由研究Ａ 2 

卒業研究Ａ 2 自由研究Ｂ 2 

全専攻 
共通科
目 
 

専攻
専門
科目 

スタートア
ップセミナ
ー 

スタートアップセミナー 2   

道徳科目 
道徳科学Ａ 2 道徳科学Ｂ 2 

経営と道徳 2 新たな時代の道徳の探求 2 

データサイ
エンス科目 

情報リテラシー 2 Webオーサリング 2 

AI ビジネス入門 2 データ解析の基礎 2 

統計学入門 2 ＩＴ実務演習 2 

PC 実務演習 2 基本情報実務演習 2 

情報技術活用 2 コンピュータネットワーク 2 

マルチメディア活用 2 情報セキュリティ 2 

外国語科目 

英語特別演習Ａ 1 ドイツ語Ⅲ 2 

英語特別演習Ｂ 1 ドイツ語Ⅳ 2 

海外語学研修（英語）Ⅰ 2 ドイツ語特別演習Ａ 1 

海外語学研修（英語）Ⅱ 2 ドイツ語特別演習Ｂ 1 

中国語Ⅰ 2 海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ 2 

中国語Ⅱ 2 海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ 2 

中国語Ⅲ 2 海外語学研修（英語）Ａ 2 

中国語Ⅳ 2 海外語学研修（英語）Ｂ 2 

中国語特別演習Ａ 1 海外語学研修（ドイツ語）Ａ 2 

中国語特別演習Ｂ 1 海外語学研修（ドイツ語）Ｂ 2 

海外語学研修（中国語）Ⅰ 2 海外語学研修（中国語）Ａ 2 

海外語学研修（中国語）Ⅱ 2 海外語学研修（中国語）Ｂ 2 

韓国語Ⅰ 2 短期海外研修Ａ 2 

韓国語Ⅱ 2 短期海外研修Ｂ 2 

韓国語Ⅲ 2 English Communication I 2 

韓国語Ⅳ 2 English CommunicationⅡ 2 

韓国語特別演習Ａ 1 English CommunicationⅢ 2 

韓国語特別演習Ｂ 1 English CommunicationⅣ 2 

海外語学研修（韓国語）Ⅰ 2 Top Level English E 1 

海外語学研修（韓国語）Ⅱ 2 Top Level English F 1 

ドイツ語Ⅰ 2 Top Level English G 1 

ドイツ語Ⅱ 2 Top Level English H 1 

日本語科目 

日本語の運用Ａ 2 総合日本語ⅠＢ 7 

日本語の運用Ｂ 2 総合日本語ⅡＡ 7 

日本語の運用Ｃ 2 総合日本語ⅡＢ 7 

日本語・日本文化セミナーＡ 4 基礎日本語ⅠＡ 3 

日本語・日本文化セミナーＢ 4 基礎日本語ⅠＢ 3 

日本語・日本文化演習Ａ 4 基礎日本語ⅡＡ 4 

日本語・日本文化演習Ｂ 4 基礎日本語ⅡＢ 4 

総合日本語ⅠＡ 7   



教養科目 

環境科学 2 地誌 2 

健康科学 2 地理学概論Ａ 2 

行政学 2 地理学概論Ｂ 2 

行政法 2 哲学概論Ａ 2 

人間学 2 哲学概論Ｂ 2 

心理学 2 日本史概論Ａ 2 

社会学 2 日本史概論Ｂ 2 

政治学Ａ 2 法学概論Ａ 2 

政治学Ｂ 2 法学概論Ｂ 2 

日本国憲法 2 イタリアの言語と文化 2 

民法 2 フランス語と文化 2 

麗澤スタディーズ 2 スペイン語と文化 2 

トラベルジオグラフィー 2 台湾語と東アジアの文化 2 

自主企画セミナールＡ 2 労働法入門 2 

自主企画ゼミナールＢ 2 グローバル化と日本 2 

自主企画ゼミナールＣ 2 国際情勢論 2 

自主企画ゼミナールＤ 2 スポーツ実習ＳＡ 1 

麗澤・地域連携実習 2 スポーツ実習ＳＢ 1 

メディア社会論 2 レクリエーション理論と実習Ⅰ 2 

世界史概論Ａ 2 レクリエーション理論と実習Ⅱ 2 

世界史概論Ｂ 2    

キャリア科
目 

キャリア形成入門 2 基礎・学際演習Ａ 2 

キャリア形成研究 2 基礎・学際演習Ｂ 2 

キャリア形成演習 2 基礎・学際演習Ｃ 2 

麗澤スピリットとキャリア 2 基礎・学際演習Ｄ 2 

グローバルとキャリア 2 基礎・学際演習Ｅ 2 

インターンシップＡ 1 基礎・学際演習Ｆ 2 

インターンシップＢ 1   

 

  



別表2(学則第43条の2関係)経済学部経済学科・経営学科の授業科目及び単位 

専攻 科目区分 授業科目名 単位 授業科目名 単位 

経済専
攻 

専攻専門
科目 

基礎科目 
基礎ゼミナールＡ 2 経済原論Ａ 2 

基礎ゼミナールＢ 2 経済原論Ｂ 2 

基礎専門
科目 

Ａ群 

基礎数学 2 マクロ経済学Ｂ 2 

統計学基礎 2 ミクロ経済学Ａ 2 

統計学 2 ミクロ経済学Ｂ 2 

経済数学基礎 2 入門計量経済学Ａ 2 

経済学基礎演習Ａ 2 入門計量経済学Ｂ 2 

経済学基礎演習Ｂ 2 金融論Ａ 2 

マクロ経済学Ａ 2 金融論Ｂ 2 

Ｂ群 

簿記原理 4 中国専門書購読Ａ 2 

経済学入門(中国語) 2 中国専門書購読Ｂ 2 

日本経済史 2 プログラミング 2 

世界経済論 2 コンピュータ科学 2 

データ解析 2 データサイエンスの基礎 2 

データベース 2 日本経済論 2 

上級専門
科目 

Ａ群 

国際経済学Ａ 2 中級ミクロ経済学Ａ 2 

国際経済学Ｂ 2 中級ミクロ経済学Ｂ 2 

計量経済学 2 経済政策 2 

財政学 2 ビッグデータ分析 2 

公共経済学 2 ゼミナールⅠ 2 

経済倫理 2 ゼミナールⅡ 2 

経済倫理（中級） 2 ゼミナールⅢ 2 

中級マクロ経済学Ａ 2 ゼミナールⅣ 2 

中級マクロ経済学Ｂ 2   

Ｂ群 

経済実務演習Ⅰ 2 中国経済論 2 

経済実務演習Ⅱ 2 機械学習 2 

国際金融論 2 アフリカ経済論 2 

東南アジア経済社会論 2 イスラム経済圏 2 

インド経済論 2 企業金融論 2 

北米経済論 2 経済学史 2 

北米社会論 2 環境経済学 2 

労働経済学 2 都市経済学 2 

ＥＵ経済社会論 2 地域経済学 2 

国際経済開発論 2 AI ビジネス 2 

経済史 2 公共政策学 2 

中国社会論 2 公共政策演習 2 

観光・
地域創
生専攻 

専攻専門
科目 

基礎科目 
基礎ゼミナールＡ 2 経済原論Ａ 2 

基礎ゼミナールＢ 2 経済原論Ｂ 2 

基礎専門
科目 

Ａ群 

基礎数学 2 マクロ経済学Ａ 2 

統計学基礎 2 マクロ経済学Ｂ 2 

統計学 2 ミクロ経済学Ａ 2 

経済数学基礎 2 ミクロ経済学Ｂ 2 

観光ホスピタリティ論 2 金融論Ａ 2 

経済学基礎演習Ａ 2 金融論Ｂ 2 

経済学基礎演習Ｂ 2   

Ｂ群 

簿記原理 4 データベース 2 

経済学入門（中国語） 2 中国専門書購読Ａ 2 

日本経済史 2 中国専門書購読Ｂ 2 

世界経済論 2 プログラミング 2 

入門計量経済学Ａ 2 コンピュータ科学 2 

入門計量経済学Ｂ 2 データサイエンスの基礎 2 

データ解析 2 日本経済論 2 

上級専門
科目 

Ａ群 

環境経済学 2 観光ビジネス特論Ｂ 2 

都市経済学 2 観光経済学 2 

公共政策演習 2 地域経済学 2 

公共政策学 2 ゼミナールⅠ 2 

財政学 2 ゼミナールⅡ 2 



公共経済学 2 ゼミナールⅢ 2 

 

観光ビジネス特論Ａ 2 ゼミナールⅣ 2 

Ｂ群 

国際経済学Ａ 2 中級ミクロ経済学Ａ 2 

国際経済学Ｂ 2 中級ミクロ経済学Ｂ 2 

経済倫理 2 労働経済学 2 

経済倫理（中級） 2 国際経済開発論 2 

計量経済学 2 経済史 2 

中級マクロ経済学Ａ 2 中国社会論 2 

中級マクロ経済学Ｂ 2 中国経済論 2 

ビッグデータ分析 2 機械学習 2 

経済実務演習Ⅰ 2 アフリカ経済論 2 

経済実務演習Ⅱ 2 イスラム経済圏 2 

経済政策 2 企業金融論 2 

国際金融論 2 経済学史 2 

東南アジア経済社会論 2 AI ビジネス 2 

インド経済論 2 NPO/NGO 論 2 

北米経済論 2 コミュニティデザイン演習 2 

北米社会論 2 コミュニティデザイン論 2 

ＥＵ経済社会論 2   

経営専
攻 

専攻専門
科目 

基礎科目 
基礎ゼミナールＡ 2 経営学概論Ａ 2 

基礎ゼミナールＢ 2 経営学概論Ｂ 2 

基礎専門
科目 

Ａ群 

基礎数学 2 経営学基礎演習Ｂ 2 

統計学基礎 2 会計学原理 2 

統計学 2 経営組織論Ａ 2 

簿記原理 4 経営組織論Ｂ 2 

ビジネスデザイン 2 マーケティングＡ 2 

ビジネスリサーチ 2 マーケティングＢ 2 

企業の社会的責任 2 経営情報Ａ 2 

経営学基礎演習Ａ 2 経営情報Ｂ 2 

Ｂ群 

簿記実務演習（初級） 2 ファイナンス基礎 2 

経営実務演習 2 FP 実務演習（初級） 2 

データ解析 2 入門計量経済学Ａ 2 

コンピュータ科学 2 入門計量経済学Ｂ 2 

データベース 2 金融論Ａ 2 

プログラミング 2 金融論Ｂ 2 

経営史Ａ 2 ミクロ経済学Ａ 2 

経営史Ｂ 2 ミクロ経済学Ｂ 2 

原価計算論 2  2 

上級専門
科目 

Ａ群 

人事管理 2 管理会計論 2 

経営管理論 2 経営戦略論 2 

消費者行動論 2 財務会計論 2 

ビジネスイノベーションプロジェクト 2 ゼミナールⅠ 2 

ビジネスエシックスＡ 2 ゼミナールⅡ 2 

ビジネスエシックスＢ 2 ゼミナールⅢ 2 

ファミリービジネス論 2 ゼミナールⅣ 2 

Ｂ群 

財務分析論 2 機械学習 2 

国際経営論 2 会計理論特論 2 

グローバルマーケティング 2 開発経営特論 2 

企業金融論 2 経営管理特論 2 

AI ビジネス 2 経営情報特論 2 

デリバティブ理論 2 経営戦略特論 2 

ポートフォリオ理論 2 経営組織特論 2 

グローバルファイナンス 2 国際経営特論 2 

国際金融論 2 財務管理特論 2 

観光ビジネス特論Ａ 2 人的資源管理特論 2 

観光ビジネス特論Ｂ 2 中小企業特論 2 

労働経済学 2 日本経営史特論 2 

NPO/NGO 論 2 ビジネスエシックス特論 2 

スポーツ経営 2 マーケティング特論 2 

スポーツ産業論 2 道徳経営論 2 



AI ビジ
ネス専
攻 

 
 
 
 
 

専攻専門
科目 

基礎科目 
基礎ゼミナールＡ 2 経営学概論Ａ 2 

基礎ゼミナールＢ 2 経営学概論Ｂ 2 

基礎専門
科目 

Ａ群 

基礎数学 2 データベース 2 

統計学基礎 2 データサイエンスの基礎 2 

統計学 2 ファイナンス基礎 2 

簿記原理 4 原価計算論 2 

経営学基礎演習Ａ 2 会計学原理 2 

経営学基礎演習Ｂ 2 金融論Ａ 2 

プログラミング 2 金融論Ｂ  2 

Ｂ群 

簿記実務演習（初級） 2 入門計量経済学Ａ 2 

ビジネスデザイン 2 入門計量経済学Ｂ 2 

簿記実務演習（中級）Ａ 2 企業の社会的責任 2 

簿記実務演習（中級）Ｂ 2 経営情報Ａ 2 

簿記実務演習（中級）Ｃ 2 経営情報Ｂ 2 

FP 実務演習（初級） 2 経営組織論Ａ 2 

データ解析 2 経営組織論Ｂ 2 

コンピュータ科学 2 ミクロ経済学Ａ 2 

マーケティングＡ 2 ミクロ経済学Ｂ 2 

マーケティングＢ 2   

上級専門
科目 

Ａ群 

AI ビジネス 2 企業金融論 2 

機械学習 2 財務会計論 2 

財務分析論 2 ゼミナールⅠ 2 

デリバティブ理論 2 ゼミナールⅡ 2 

ポートフォリオ理論 2 ゼミナールⅢ 2 

管理会計論 2 ゼミナールⅣ 2 

Ｂ群 

ビッグデータ分析 2 人事管理 2 

計量経済学 2 資本市場とグローバル証券事業 2 

経営戦略論 2 ファミリーボジネス論 2 

グローバルファイナンス 2 ビジネスイノベーションプロジェクト 2 

FP 実務演習（中級） 2 消費者行動論 2 

ビジネスエシックスＡ 2 会計理論特論 2 

ビジネスエシックスＢ 2 財務管理特論 2 

国際金融論 2 道徳経営論 2 

スポー
ツビジ
ネス専
攻 

専攻専門
科目 

基礎科目 
基礎ゼミナールＢ 2 経営学概論Ｂ 2 

基礎数学 2 経営組織論Ａ 2 

基礎専門
科目 

Ａ群 

統計学基礎 2 経営組織論Ｂ 2 

統計学 2 マーケティングＡ 2 

簿記原理 4 マーケティングＢ 2 

企業の社会的責任 2 経営情報Ａ 2 

経営学基礎演習Ａ 2 経営情報Ｂ 2 

経営学基礎演習Ｂ 2 スポーツ PBL Ａ 2 

会計学原理 2 スポーツ PBL Ｂ 2 

Ｂ群 

簿記実務演習（初級） 2 経営史Ｂ 2 

経営実務演習 2 入門計量経済学Ａ 2 

ビジネスリサーチ 2 入門計量経済学Ｂ 2 

データ解析 2 金融論Ａ 2 

コンピュター科学 2 金融論Ｂ 2 

データベース 2 ミクロ経済学Ａ 2 

プログラミング 2 ミクロ経済学Ｂ 2 

経営史Ａ 2   

上級専門
科目 

Ａ群 

人事管理 2 財務会計論 2 

経営管理論 2 スポーツ経営 2 

消費者行動論 2 スポーツ産業論 2 

ビジネスエシックスＡ 2 スポーツビジネスプレゼンテーション 2 

ビジネスエシックスＢ 2 ゼミナールⅠ 2 

ファミリービジネス論 2 ゼミナールⅡ 2 

管理会計論 2 ゼミナールⅢ 2 

経営戦略論 2 ゼミナールⅣ 2 

Ｂ群 
原価計算論 2 観光ビジネス特論Ａ 2 

財務分析論 2 観光ビジネス特論Ｂ 2 



国際経営論 2 労働経済学 2 

グローバルマーケティング 2 コーチング 2 

企業金融論 2 スポーツビジネス実務演習Ａ 2 

    

AI ビジネス 2 スポーツビジネス実務演習Ｂ 2 

デリバティブ理論 2 スポーツビジネス実務演習Ｃ 2 

ポートフォリオ理論 2 NPO/NGO 論 2 

グローバルファイナンス 2 機械学習 2 

国際金融論 2 道徳経営論 2 

共通科
目 

共通科目 

道徳科目 
道徳科学Ａ 2 道徳科学Ｂ 2 

新たな時代の道徳の探求 2   

データサイエンス科
目 

情報リテラシー 2 Webオーサリング 2 

情報科学 2 データ解析の基礎 2 

AI ビジネス入門 2 ＩＴ実務演習 2 

PC実務演習 2 基本情報実務演習 2 

情報技術活用 2 コンピュータネットワーク 2 

マルチメディア活用 2 情報セキュリティ 2 

教養科目 

English Communication Ａ 1 地理学概論Ｂ 2 

English Communication Ｂ 1 哲学概論Ａ 2 

English Communication Ｃ 1 哲学概論Ｂ 2 

English Communication Ｄ 1 日本史概論Ａ 2 

English Communication Ｅ 1 日本史概論Ｂ 2 

English Communication Ｆ 1 法学概論Ａ 2 

English Communication Ｇ 1 法学概論Ｂ 2 

English Communication Ｈ 1 労働法入門 2 

日本語・文化演習Ａ 4 グローバル化と日本 2 

日本語・文化演習Ｂ 4 国際情勢論 2 

環境科学 2 ライフスタイル論 2 

健康科学 2 スポーツ・健康と社会 2 

行政学 2 スポーツ科学概論 2 

行政法 2 スポーツとモラル 2 

人間学 2 スポーツの理論と実習 2 

心理学 2 スポーツコンディショニング実習 2 

社会学 2 スポーツ実習ＳＡ 1 

政治学Ａ 2 スポーツ実習ＳＢ 1 

政治学Ｂ 2 救急処置法 2 

日本国憲法 2 レクリエーション理論と実習Ⅰ 2 

民法 2 レクリエーション理論と実習Ⅱ 2 

麗澤スタディーズ 2 海外語学研修（英語）Ⅰ 2 

トラベルジオグラフィー 2 海外語学研修（英語）Ⅱ 2 

自主企画ゼミナールＡ 2 海外語学研修（中国語）Ⅰ 2 

自主企画ゼミナールＢ 2 海外語学研修（中国語）Ⅱ 2 

自主企画ゼミナールＣ 2 日本語の運用Ａ 2 

自主企画ゼミナールＤ 2 日本語の運用Ｂ 2 

麗澤・地域連携実習 2 日本語の運用Ｃ 2 

メディア社会論 2 日本語・日本文化セミナーＡ 4 

世界史概論Ａ 2 日本語・日本文化セミナーＢ 4 

世界史概論Ｂ 2 日本語Ａ 5 

地誌 2 日本語Ｂ 5 

地理学概論Ａ 2   

キャリア科目 

キャリア形成入門 2 インターンシップＤ 1 

キャリア形成研究 2 基礎・学際演習Ａ 2 

キャリア形成演習 2 基礎・学際演習Ｂ 2 

麗澤スピリットとキャリア 2 基礎・学際演習Ｃ 2 

グローバルとキャリア 2 基礎・学際演習Ｄ 2 

インターンシップＡ 1 基礎・学際演習Ｅ 2 

インターンシップＢ 1 基礎・学際演習Ｆ 2 

インターンシップＣ 1   

 

 



別表 3-1（第 43 条の 3 関係）国際学部国際学科の授業科目及び単位 

科目区分 授業科目名 単位 

学
科
専
門
科
目 

基
礎
専
門
科
目 

 Ｉ
Ｅ
Ｃ 

Ａ
群
科
目 

社会活動演習Ⅰ 1 

社会活動演習Ⅱ 1 

IEC 基礎演習Ⅰ 1 

IEC 基礎演習Ⅱ 1 

国際交流演習Ⅲ 1 

国際交流演習Ⅳ 1 

国際協力演習Ⅲ 1 

国際協力演習Ⅳ 1 

社会学概説 2 

国際関係概説 2 

国際文化概説 2 

Ｊ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
群
科
目 

Global Studies Ⅰ 2 

Global Studies Ⅱ 2 

Global Studies Ⅲ 2 

Global Studies Ⅳ 2 

Japan Studies A 2 

Japan Studies B 2 

国際日本学入門 2 

 Japan Studies －日本文化･事情－ 1 

JIC アカデミックスキルズⅠ 1 

JIC アカデミックスキルズⅡＡ 1 

JIC アカデミックスキルズⅡＢ 1 

JIC アカデミックスキルズⅢＡ 1 

JIC アカデミックスキルズⅢＢ 1 

Japan Studies in English Ⅰ 1 

Japan Studies in English Ⅱ 1 

多文化共生Ａ 1 

日本語と世界 2 

 多文化共生プロジェクトＡ 2 

多文化共生プロジェクトＢ 2 

サービスラーニング体験実習Ａ 1 

海外ボランティア実習Ａ 1 

多文化共生Ｂ 1 

社会･文化調査法 2 

日本語教育入門 2 

日本語教授法の基礎 2 

記号と文化 2 

国際交流史 2 

国際ボランティア論 2 

News Media Studies 2 

Introduction to Western Culture A  2 

Introduction to Western Culture B 2 

上
級
専
門
科
目 

 Ｉ
Ｅ
Ｃ 

Ａ
群
科
目 

国際交流上級演習Ａ 1 

国際交流上級演習Ｂ 1 

国際協力上級演習Ａ 1 

国際協力上級演習Ｂ 1 

国際協力論 2 

国際社会学 2 

多文化社会研究 2 

Ｊ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
群

科
目 

Global Issues A 1 

Global Issues B 1 

 World Affairs A 2 

World Affairs B 2 

World Affairs C 2 



World Affairs D 2 

Japan Studies－東アジアの視点から－ 2 

対照言語学の方法 2 

ビジネス･コミュニケーション研究 2 

現代社会とメディア 2 

 日本文化論 2 

意味論 2 

日本社会研究 2 

北米社会論 2 

国際開発論 2 

文化交流論 2 

サービスラーニング体験実習Ｂ 1 

多文化共生プロジェクトＣ 2 

多文化共生プロジェクトＤ 2 

海外ボランティア実習Ｂ 1 

共生のための日本語論Ａ 2 

共生のための日本語論Ｂ 2 

言語コミュニティ論Ａ 2 

言語コミュニティ論Ｂ 2 

共生社会における言語支援 2 

ことばの学習と習得 2 

言語と社会 2 

人文科学とコンピュータＡ 2 

物語と人間 2 

文法から学ぶ日本語の論理 2 

現代表象文化論 2 

民俗学 2 

国際コミュニケーション論 2 

Culture and Religion 2 

Commonwealth Studies 2 

Gender Studies 2 

Intercultural Communication 2 

Japanese Intellectual History 2 

Modern British Culture and Society A 2 

Modern British Culture and Society B 2 

Western Music and Culture  2 

History of US-Japan Relations 2 

海外日本語教育実習Ａ 2 

海外日本語教育実習Ｂ 2 

海外日本語教育実習Ｃ 2 

日本語教育実習 2 

日本語の構造 2 

対照言語学研究 2 

第二言語習得研究 2 

日本語教育学研究 2 

言語政策と文化交流 2 

社会言語学研究 2 

人文科学とコンピュータＢ 2 

意味論・語用論研究 2 

日本語文法研究 2 

日本語指導法Ａ 2 

日本語指導法Ｂ 2 

コミュニケーションと日本語教育 2 

第二言語習得と日本語教育 2 

学
部
共

通
科
目 

初年次教育科目 スタートアップセミナー 2 

基礎ゼミナール 2 

 観光文化概説 2 



観光ホスピタリティ論 2 

観光フィールドワークＡ 1 

観光フィールドワークＢ 1 

観光ビジネス特論Ａ 2 

観光ビジネス特論Ｂ 2 

観光デザイン論 2 

国際関係論 2 

国際法 2 

NPO/NGO 論 2 

企業と社会 2 

Corporate Social Responsibility  2 

Population Studies 2 

グローバル・ガバナンス論 2 

卒業研究科目 専門ゼミナールＡ 2 

専門ゼミナールＢ 2 

卒業研究Ａ 2 

卒業研究Ｂ 2 

全
学
共
通
科
目 

道徳科目 現代社会と道徳科学Ａ 2 

現代社会と道徳科学Ｂ 2 

文化の多様性と価値－道徳科学Ａ－ 2 

道徳科学Ａ 2 

道徳科学Ｂ 2 

情報科目 情報リテラシー 2 

情報科学 2 

PC実務演習 2 

情報技術活用 2 

マルチメディア活用 2 

Web オーサリング 2 

データ解析の基礎 2 

IT 実務演習 2 

基本情報実務演習 2 

コンピューターネットワーク 2 

情報セキュリティ 2 

外国語科目 English Communication Ⅰ 2 

English Communication Ⅱ 2 

English Communication Ⅲ 2 

English Communication Ⅳ 2 

TOEFL A 1 

TOEFL B 1 

Business English A 1 

Business English B 1 

English Summer Seminar 4 

Reading and Writing Workshop Ⅰ 2 

Reading and Writing Workshop Ⅱ 2 

Listening A 1 

Listening B 1 

Reading A 1 

Reading B 1 

Writing A 1 

Writing B 1 

英語特別演習Ａ 1 

英語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（英語）Ⅰ 2 

海外語学研修（英語）Ⅱ 2 

中国語Ⅰ 2 

中国語Ⅱ 2 

中国語Ⅲ 2 



中国語Ⅳ 2 

中国語特別演習Ａ 1 

中国語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（中国語）Ⅰ 2 

海外語学研修（中国語）Ⅱ 2 

韓国語Ⅰ 2 

韓国語Ⅱ 2 

韓国語Ⅲ 2 

韓国語Ⅳ 2 

韓国語特別演習Ａ 1 

韓国語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（韓国語）Ⅰ 2 

海外語学研修（韓国語）Ⅱ 2 

ドイツ語Ⅰ 2 

ドイツ語Ⅱ 2 

ドイツ語Ⅲ 2 

ドイツ語Ⅳ 2 

ドイツ語特別演習Ａ 1 

ドイツ語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ 2 

海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ 2 

キャリア科目 キャリア形成入門 2 

キャリア形成研究 2 

キャリア形成演習 2 

麗澤スピリットとキャリア 2 

ジェンダーとキャリア形成 2 

インターンシップＡ 1 

インターンシップＢ 1 

基礎・学際演習Ａ 2 

基礎・学際演習Ｂ 2 

基礎・学際演習Ｃ 2 

基礎・学際演習Ｄ 2 

基礎・学際演習Ｅ 2 

基礎・学際演習Ｆ 2 

一般教養科目 環境科学 2 

健康科学 2 

行政学 2 

行政法 2 

人間学 2 

心理学 2 

社会学 2 

政治学Ａ 2 

政治学Ｂ 2 

日本国憲法 2 

民法 2 

麗澤スタディーズ 2 

トラベルジオグラフィー 2 

自主企画ゼミナール 2 

麗澤・地域連携実習 2 

メディア社会論 2 

世界史概論Ａ 2 

世界史概論Ｂ 2 

地誌 2 

地理学概論Ａ 2 

地理学概論Ｂ 2 

哲学概論Ａ 2 

哲学概論Ｂ 2 



日本史概論Ａ 2 

日本史概論Ｂ 2 

法学概論Ａ 2 

法学概論Ｂ 2 

イタリアの言語と文化 2 

フランス語と文化 2 

スペイン語と文化 2 

台湾語と東アジアの文化 2 

海外語学研修（英語）Ａ 2 

海外語学研修（英語）Ｂ 2 

海外語学研修（ドイツ語）Ａ 2 

海外語学研修（ドイツ語）Ｂ 2 

海外語学研修（中国語）Ａ 2 

海外語学研修（中国語）Ｂ 2 

短期海外研修Ａ 2 

短期海外研修Ｂ 2 

労働法入門 2 

グローバル化と日本 2 

国際情勢論 2 

ライフスタイル論 2 

スポーツ・健康と社会 2 

スポーツ科学概論 2 

スポーツとモラル 2 

スポーツの理論と実習 2 

スポーツコンディショニング実習 2 

スポーツ実習Ｓ 1 

救急処置法 2 

レクリエーション理論と実習Ⅰ 2 

レクリエーション理論と実習Ⅱ 2 

 

別表 3-2（第 43 条の 3 関係）国際学部グローバルビジネス学科の授業科目及び単位 

科目区分 授業科目名 単位 

学
科
専
門
科
目 

基
礎
専
門
科
目 

Ａ
群
科
目 

Principles of Economics A 2 

Principles of Economics B 2 

Principles of Management A 2 

Principles of Management B 2 

経営学概論Ａ 2 

経営学概論Ｂ 2 

経済原論Ａ 2 

経済原論Ｂ 2 

Accounting A 2 

Accounting B 2 

Macroeconomics 2 

Marketing A 2 

Marketing B 2 

Microeconomics 2 

Statistics A 2 

Statistics B 2 

グローバル基礎演習Ａ 2 

グローバル基礎演習Ｂ 2 

マーケティング総論Ａ 2 

マーケティング総論Ｂ 2 

マクロ経済学 2 

ミクロ経済学 2 

経営情報Ａ 2 

経営情報Ｂ 2 



経営組織論Ａ 2 

経営組織論Ｂ 2 

世界経済論 2 

統計学Ａ 2 

統計学Ｂ 2 

入門計量経済学 2 

簿記原理 4 

国際地域研究入門 2 

グローバルリーダー論 2 

 グローバルリーダー海外研修（初級） 2 

Philosophy and Economic Behavior 2 

Japan Studies A 2 

Japan Studies B 2 

Cultural Studies A 2 

Cultural Studies B 2 

国際開発協力概論 2 

国際社会論 2 

国際コミュニケーション論 2 

コンピュータ科学 2 

データベース 2 

情報技術実務演習 2 

プログラミング 2 

金融論 2 

経営史 2 

日本経済史 2 

簿記実務演習(初級) 2 

経済学入門（中国語） 2 

経済数学 2 

中国専門書講読Ａ 2 

中国専門書講読Ｂ 2 

現代中国入門Ａ 2 

現代中国入門Ｂ 2 

上
級
専
門
科
目 

Ａ
群
科
目 

Finance 2 

International Economics 2 

グローバルマーケティング 2 

東南アジア経済社会論 2 

北米経済論 2 

会計学原理Ａ 2 

会計学原理Ｂ 2 

経営戦略論 2 

国際開発経済論 2 

International Business 2 

Intercultural Communication 2 

Strategic Management 2 

ビジネスエシックス 2 

国際経営論 2 

人事管理論 2 

 機械学習 2 

AI ビジネス 2 

グローバルファイナンス 2 

グローバルリーダー海外研修（上級） 2 

中国経済論 2 

ビッグデータ分析 2 

経済倫理 2 

計量経済学 2 

国際金融論 2 

中級マクロ経済学 2 



中級ミクロ経済学 2 

Corporate Governance and Business Ethics 2 

Human Resource Management 2 

Accounting System and Financial management 2 

Intermediate Macroeconomics 2 

Intermediate Microeconomics 2 

Japan and Asia 2 

Japanese Culture and Religion  2 

Japanese Management 2 

Marketing Policy 2 

Japanese Business Leaders 2 

Econometrics 2 

Japanese Economy and Policy 2 

Advanced Management 2 

History of US-Japan Relations 2 

EU 経済社会論 2 

イスラム経済圏 2 

アフリカ経済論 2 

インド経済論 2 

北米社会論 2 

中国社会論 2 

国際協力論 2 

ファミリービジネス論 2 

労働経済学 2 

財務分析論 2 

学
部
共
通
科
目 

初年次教育科

目 

スタートアップセミナー 2 

基礎ゼミナールＡ 2 

基礎ゼミナールＢ 2 

 観光文化概説 2 

観光ホスピタリティ論 2 

観光フィールドワークＡ 1 

観光フィールドワークＢ 1 

国際関係論 2 

国際法 2 

観光ビジネス特論Ａ 2 

観光ビジネス特論Ｂ 2 

観光デザイン論 2 

NPO/NGO 論 2 

企業と社会 2 

Corporate Social Responsibility  2 

Population Studies 2 

グローバル・ガバナンス論 2 

卒業研究科目 ゼミナールＡ 2 

ゼミナールＢ 2 

ゼミナールＣ 2 

ゼミナールＤ 2 

全
学
共
通
科
目 

道徳科目 現代社会と道徳科学Ａ 2 

現代社会と道徳科学Ｂ 2 

文化の多様性と価値－道徳科学Ａ－ 2 

道徳科学Ａ 2 

道徳科学Ｂ 2 

情報科目 情報リテラシー 2 

情報科学 2 

PC実務演習 2 

情報技術活用 2 

マルチメディア活用 2 

Web オーサリング 2 



データ解析の基礎 2 

IT 実務演習 2 

基本情報実務演習 2 

コンピューターネットワーク 2 

情報セキュリティ 2 

外国語科目 English Communication Ⅰ 2 

English Communication Ⅱ 2 

English Communication Ⅲ 2 

English Communication Ⅳ 2 

TOEFL A 1 

TOEFL B 1 

Business English A 1 

Business English B 1 

English Summer Seminar 4 

Reading and Writing Workshop Ⅰ 2 

Reading and Writing Workshop Ⅱ 2 

Listening A 1 

Listening B 1 

Reading A 1 

Reading B 1 

Writing A 1 

Writing B 1 

英語特別演習Ａ 1 

英語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（英語）Ⅰ 2 

海外語学研修（英語）Ⅱ 2 

中国語Ⅰ 2 

中国語Ⅱ 2 

中国語Ⅲ 2 

中国語Ⅳ 2 

中国語特別演習Ａ 1 

中国語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（中国語）Ⅰ 2 

海外語学研修（中国語）Ⅱ 2 

韓国語Ⅰ 2 

韓国語Ⅱ 2 

韓国語Ⅲ 2 

韓国語Ⅳ 2 

韓国語特別演習Ａ 1 

韓国語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（韓国語）Ⅰ 2 

海外語学研修（韓国語）Ⅱ 2 

ドイツ語Ⅰ 2 

ドイツ語Ⅱ 2 

ドイツ語Ⅲ 2 

ドイツ語Ⅳ 2 

ドイツ語特別演習Ａ 1 

ドイツ語特別演習Ｂ 1 

海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ 2 

海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ 2 

キャリア科目 キャリア形成入門 2 

キャリア形成研究 2 

キャリア形成演習 2 

麗澤スピリットとキャリア 2 

ジェンダーとキャリア形成 2 

インターンシップＡ 1 

インターンシップＢ 1 



基礎・学際演習Ａ 2 

基礎・学際演習Ｂ 2 

基礎・学際演習Ｃ 2 

基礎・学際演習Ｄ 2 

基礎・学際演習Ｅ 2 

基礎・学際演習Ｆ 2 

一般教養科目 環境科学 2 

健康科学 2 

行政学 2 

行政法 2 

人間学 2 

心理学 2 

社会学 2 

政治学Ａ 2 

政治学Ｂ 2 

日本国憲法 2 

民法 2 

麗澤スタディーズ 2 

トラベルジオグラフィー 2 

自主企画ゼミナール 2 

麗澤・地域連携実習 2 

メディア社会論 2 

世界史概論Ａ 2 

世界史概論Ｂ 2 

地誌 2 

地理学概論Ａ 2 

地理学概論Ｂ 2 

哲学概論Ａ 2 

哲学概論Ｂ 2 

日本史概論Ａ 2 

日本史概論Ｂ 2 

法学概論Ａ 2 

法学概論Ｂ 2 

イタリアの言語と文化 2 

フランス語と文化 2 

スペイン語と文化 2 

台湾語と東アジアの文化 2 

海外語学研修（英語）Ａ 2 

海外語学研修（英語）Ｂ 2 

海外語学研修（ドイツ語）Ａ 2 

海外語学研修（ドイツ語）Ｂ 2 

海外語学研修（中国語）Ａ 2 

海外語学研修（中国語）Ｂ 2 

短期海外研修Ａ 2 

短期海外研修Ｂ 2 

労働法入門 2 

グローバル化と日本 2 

国際情勢論 2 

ライフスタイル論 2 

スポーツ・健康と社会 2 

スポーツ科学概論 2 

スポーツとモラル 2 

スポーツの理論と実習 2 

スポーツコンディショニング実習 2 

スポーツ実習Ｓ 1 

救急処置法 2 

レクリエーション理論と実習Ⅰ 2 



レクリエーション理論と実習Ⅱ 2 

 

別表4(第44条関係)日本語科目 

授業科目名 単位 

日本語の運用Ａ 2 

日本語の運用Ｂ 2 

日本語の運用Ｃ 2 

日本語・日本文化セミナーＡ 4 

日本語・日本文化セミナーＢ 4 

日本語演習Ａ 2 

日本語演習Ｂ 3 

日本語演習Ｃ 2 

日本語演習Ｄ 3 

日本語Ａ 5 

日本語Ｂ 5 

 

別表5(第45条関係)外国語学部外国語学科の卒業必要単位数 

科目区分等＼専攻 
英語 

コミュニケーショ

ン 

英語・リベラル

アーツ 

ドイツ語・ 

ドイツ文化 

中国語・グロー

バルコミュニケ

ーション 

大区分 中区分 

専攻専門科目 

基礎科目（Ａ群） 32 32 38 22 

基礎科目（Ｂ群） 16 16 4 14 

上級科目（Ａ群） 4 4 4 16 

上級科目（Ｂ群） 26 26 32 18 

(小計) 78 78 77 70 

卒業研究科目   8 8 8 8 

共通科目 

外国語科目 4 4 8 12 

スタートアップセミナー 2 2 2 2 

データサイエンス科目 4 4 4 4 

道徳科目 4 4 4 4 

キャリア科目 4 4 4 4 

自由選択科目   20 20 17 20 

合計 124 124 124 124 

備考：「授業科目の履修及び単位認定に関する規程」に従い、条件を満たすものとする。 

 

別表6(第46条関係)経済学部(経済学科・経営学科)の卒業必要単位数 

科目区分等＼専攻 経済 
観光・ 

地域創生 
経営 

ＡＩ・ 

ビジネス 

スポーツ 

ビジネス 

専攻専

門科目 

基礎科目 8 8 8 8 8 

基礎専門科目 

A

群 
12   12   20   18   20   

B

群 
30 30 30 30 30 

上級専門科目 

A

群 
18   18   18   16   18   

B

群 
34 34 34 34 34 

共通科

目 

道徳科目 8 8 8 8 8 

教養科目 22 22 22 22 22 



データサイエンス科目 

キャリア科目 4 4 4 4 4 

自由選択科目 18 18 18 18 18 

修得単位合計 124 124 124 124 124 

備考：「授業科目の履修及び単位認定に関する規程」に従い、条件を満たすものとする。 

 

別表 7 (第 46 条の 4 関係)国際学部(国際学科・グローバルビジネス学科)の卒業必要単位数 

 
国際学科 

グローバル 

ビジネス学科 

JIC IEC 留学生 日本人 留学生 

学科専門科

目 

基礎専門科目 Ａ群 22  22  14  24  24  

    32  30  26  34  34 

 上級専門科目 Ａ群 8  4  7  16  16  

    28  24  31  26  26 

卒業研究科

目 

  8 8 8 8 8 

学部共通科

目 

初年次教育科

目 

 4  4  4  6  6  

    10  12  10  10  10 

全学共通科

目 

道徳科目  4  4  4  4  4  

 情報科目  4  2  4  4  4  

 外国語科目  12  12  4  16  10  

 キャリア科目  6  6  6  6  6  

    28  30  20  34  28 

自由選択科

目 

  18 20 29 12 18 

合計   124 124 124 124 124 

備考：「授業科目の履修及び単位認定に関する規程」に従い、条件を満たすものとする。  

 

別表8(学則第51条関係) 

基礎となる学部・学科 教育職員免許状の種類 免許教科 

外国語学部 外国語学科 
高等学校教諭一種免許状 英語、ドイツ語、中国語、国語 

中学校教諭一種免許状 英語、ドイツ語、中国語、国語 

経済学部 

経済学科 
高等学校教諭一種免許状 公民 

中学校教諭一種免許状 社会 

経営学科 
高等学校教諭一種免許状 公民 

中学校教諭一種免許状 社会 

 

別表9(第52条関係)教育の基礎的理解に関する科目等及び司書教諭に関する科目及び単位 

科目区分 授業科目・単位 

教育の基礎的理解に関す

る科目等 

教育本質論 2単位 総合的な学習の時間の指導法 2単位 

教職概論 2単位 特別活動の指導法 2単位 

教育社会学 2単位 教育方法論 2単位 

教育法規 2単位 生徒・進路指導論 2単位 

教育心理学 2単位 教育相談の基礎 2単位 

特別支援教育の基礎 2単位 教育実習Ⅰ 3単位 

教育課程の意義と編成 2単位 教育実習Ⅱ 2単位 

道徳教育の研究Ⅰ 2単位 教職実践演習（中・高） 2単位 

道徳教育の研究Ⅱ 2単位   

司書教諭に関する科目 学校経営と学校図書館 2単位 学校図書館メディアの構成 2単位 



学習指導と学校図書館 2単位 読書と豊かな人間性 2単位 

情報メディアの活用 2単位   

 


